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AB-206は わ が 国(住 友 化 学 工 業 株 式 会 社)で 開 発 さ

れ た 合 成 抗 菌 剤 で,Fig1の よ うにNA(Nalidixic acid)

な い しPiromidic acid1),Pipemidicacid2)に 類 似 し た

化 学 構 造 を 有 す る。 本 剤 の 抗 菌 スベ ク トル はNAよ りも

す ぐれ,NAが 抗 菌 作 用 を有 し ない 緑 膿 菌,ブ ドウ球 菌,

一 部 の嫌 気 性 菌 に対 し て も抗 菌 力 を 有 す る と さ れ て い

る3)。 今 回,本 剤 に つ い て 臨 床 的 研 究 を 行 な っ た の で報

告 す る。

1.臨 床 研 究

1.研 究 対 象

昭 和52年3月 か ら5月 ま で に 当科 を受 診 した 気 道 感

染 症4例,尿 路 感 染 症2例 の 計6症 例 に 投 与 し た 。性 別

は 男2例,女4例 で,年 齢 は31歳 か ら60歳 に お よん

だ 。起 因 菌 はStreptococcus Pneumoniae,a-haemolytic

streptococms, Klebsiella,Ecoliで あ っ た。

2. 使 用 方 法,使 用 量

1,500mg～2,250m9を1日3～4回 に 分 け て 内服 さ

せ た 。 使 用 期 間 は4日 ～9日 間 で あ る。

3. 成 績

症 例 の概 要 は,Table1の とお りで あ るが,以 下 に個

個 の症 例 に つ い て 述 べ る。

症 例1T.G.,33歳,男 。 急 性 気 管 支 炎

来 院3目 前 よ り,咳 漱 お よび 喀 痰 を 来 た して 当 院 に 来

院 。 喀 痰 か らNA感 受 性 のStreptococms pneumoniae

を 検 出 し,本 剤1目1,500mgを7日 間 投与 し たが,咳il

嗽,喀 痰 は 軽減 せ ず,無 効 と判 定 した。 副 作 用 は認 め な

か った 。

症 例2M.H.,53歳,女 。 急 性 気 管 支 炎

咳 漱,喀 痰 を 主 訴 とし て来 院 。 白血 球5,900(好 中球

79%),喀 痰 か ら α-haemolytic stnptococcusを 検 出 し・

本 剤1日1,500mgを 併 用,7日 目か ら咳 嗽,喀 痰 も消

失 し,9日 間 使 用 して 一応 有 効 と判 定 した。 副 作 用 は認

め なか った 。

症 例3C.T.,54歳,女 。 慢 性 気 管 支 炎

来 院1週 間 前 か ら37℃ 台 の発 熱,咳 漱,喀 痰 を来 た

し,某 医 で 治 療 を 受 け て い た が軽 快 せ ず,本 院 に 来 院。

喀 痰 中 か らNA感 受 性 のKlebsiellaを 検 出 した。 本 剤

1目1,000mgを 開 始2日 目か ら解 熱 した が,4日 目に

再 度37.8℃ の発 熱 を 認 め,1日2,250mgに 増 量 した。

発 熱 は持 続 し,咳 漱,喀 痰 も軽 減 せ ず 無 効 と判 定 した。

Fig. 1 Chemical structure of AB-206

5, 8-dihydro-5-methoxy-8-oxo-2H-1, 3-dioxolo-[4, 5-g]qu-

inoline-7-carboxylic acid

Table 1 Results of clinical trials with AB-206
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副 作 用 は認 め なか っ た。

症 例4H.T.,60歳,男 。 慢 性 気 管 支 炎

1週 間来 咳 漱,喀 疾 が持 続 し て来 院 した 。喀 疾 よ りNA

感 受 性 の α-haemolytic streptococcusを 認 め,本 剤1

日1,500mgを4日 間 投 与 で 症 状 の軽 快 を認 め 有 効 と判

定 した。 副 作 用 は認 め な か っ た。

症 例5S.N.,44歳,女 。 急 性膀 胱 炎

37℃ 台 の 発熱,頻 尿,排 尿 時 痛 を来 た し て来 院 した 。

尿 沈 渣 で 白 血 球1視 野 に10～20個,尿 中 か らNAに 感

受 性 の あ るE.coliを 検 出 した。 赤 沈1時 間50mm,CRP

2mm,白 血 球8,000と 増 加 し てい た。 本 剤 を1日1,500

mgの 投 与 を 開始 し,2日 目か ら 自覚 症状 は消 失 し,4

日間 で 菌 の 陰 性 化,諸 検 査 の改 善 を 認 め て有 効 と判 定 し

た 。 副 作 用 は 認 め な か っ た。

症 例6 S.N.,31歳,女 。 尿 路 感 染 症

SLEでSteroid使 用 中 に37℃ 台 の 発 熱,中 間尿 よ

りE.coliを 検 出 した症 例 で,本 剤1日2,000mgを6

日間使 用 し,菌 の 陰 性 化,解 熱 を認 め た 有 効 例 で あ る。

副 作 用 は認 め てい な い。

4.考 案

臨 床6症 例 に 本 剤 を使 用 した 。 気 道 感 染 症 で は喀 疾 よ

りStreptococcus pneun3oniaeを 検 出 した急 性 気 管 支

炎 の1例,Klebsiellaを 検 出 した 慢 性 気 管 支炎 の1例 は

と もにNA感 受 性 を 有 した が 本 剤 で は 無効 で あ った 。α-

haemolytic streptococcusを 検 出 した 気 管 支 炎2例 に

は 有 効 で あ った 。 尿 路 感 染 症 に お い て は,E.coliに よ

る2症 例 と もに 有 効 で あ った 。 以上6例 中有 効4例,無

効2例 であ った 。 副 作用 は 自覚 症 状 の 訴 え,お よび投 薬

前 後 の臨 床 検 査(BUN,ク レア チ ニ ン,GOT,GPT,Al-

P,RBC,WBC,Hb,Htな ど)の 異 常 の有 無 を観 察 した

が,全 例 ともに 認 め な か った 。

わ れわ れ の経 験 例 は 少 数 に す ぎな い が,基 礎 的 な 検討

成 績3)と 勘 案 し て,本 剤 は 軽 症 の 感 染 症 に は 用 い る こ と

が で き る化 学 療 法 剤 と考 え られ る。

II.結 語

新 抗 菌 剤AB-206の 臨 床 効 果 を,急 ・慢 性 気 管 支 炎 各

2例,尿 路 感 染 症2例,計6例 につ い て,1日1,500mg

～2,250mg投 与 で観 察 した 。 そ の結 果4例 に 効 果 を 認

め た 。

な お,副 作用 は全 例 とも認 め なか った 。

文 献

1) 大 久 保 滉, 藤 本 安 男, 岡 本緩 子: Piromidic acid

の使 用 成 績 。Chemotherapy 19: 459～462, 1971

2) 大 久 保 滉, 岡 本 緩 子, 呉 京 修, 右 馬 文 彦, 上 田

良 弘: Pipemidic acidの 基 礎 的 臨 床 的 研 究 。

Chemotherapy 23: 2854～2860, 1975

3) 石 神 裏 次: 第24回 日本 化 学療 法学 会 東 日本 支 部

総 会, 新 薬 シ ン ポ ジ ウ ムAB-206, 札 幌, 1977
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AB-206, a newly synthesized antibacterial chemotherapeutic, was studied on its clinical effectiveness,
and the following results were obtained.

Six patients (acute bronchitis 2, chronic bronchitis 2, and U. T. I. 2) were treated orally with AB-
206 (1,500mg-2, 250mg/day). Good results were obtained in four and poor in two of the cases. No
marked side effects were observed throughout the clinical trials.


